
VOL.05

"いつでも、どこでも、誰にでも、いつまでも"

『一食ニュースレター』Vol.05　2018年11月1日発行　

発行／立正佼成会 習学部 青年ネットワークグループ　〒166-8537　東京都杉並区和田2-11-1　TEL 03-5341-1661  FAX 03-5341-1055　編集協力／（株）佼成出版社

一食を捧げる運動
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一食を捧げる運動の推進に関わる「一食人」たちによるコラム。
今回は、この人「まゆまゆ」です。
地元は山梨、天真爛漫に育ちました。ご近所さん
は、いつも優しかったです。近所の家にドカドカっと
入っては、その家の犬と戯れたり、私が野良犬に追
いかけられたときに「助けてー！」と叫んだら、たくさ
んの人が出てきてくれて追い払ってくれました。
ほかにも素晴らしいところは、歩いているときに
通りすがる人とちゃんとあいさつをする習慣がある
ことです。その人を知っていようといまいと、必ず「こ

んにちは！」と言います。「どこの子だい？」と聞か
れ、そこから会話が弾むことも多々ありました。
今、東京に住んで10年。一番びっくりするのは人の多

さです。一人一人にあいさつをするのも、なかなか難し
い日々です。まず、身近なアパートに住んでいる人にあ
いさつをしていくことにしました。すると、返してくれる人
や顔見知りが出てきました。あたたかな地域づくりの
ため、私にできる小さなことからはじめていきます。

いち じき びと

習学部　青年ネットワークグループ

C O N T E N T S

一食地域貢献プロジェクトQ＆Ａ
ＰＪの質問に何でもお答えします

一食地域貢献プロジェクト　活動紹介
	 ◎地域への貢献� 金沢教会
	 ◎「一食運動」のさらなる推進� 掛川教会
	 ◎プロジェクトが促す人材育成　仙台教会

【一食人のつぶやき】

まゆまゆ
平成24年入職。27年青年ネットワークグループ配属。最近大きな
冷蔵庫を買ってウハウハ。しかし料理が苦手なので活用しきれずに
悩む日々を送る。

Q . 地域貢献プロジェクトって何？

A . 	教会に集められた ｢一食運動｣ によるご浄財
の一部（前年の２割以内）を、地域のボランティア
団体やNPOなどに支援する教会単位の活動です。
プロジェクトの目的は、①団体への支援を通

じてあたたかい地域づくりに貢献する、②「一食
運動」のさらなる推進、③平和 ･社会活動に貢献
する人材を育成する、の３点に集約されます。

Q . 私たちの教会も参加できますか？

A . 	希望するすべての教会が参加できます。
2019年のプロジェクトについては12月にご案
内いたします。

Q . 委員会の主な役割は何ですか？

A.	 支援先団体の選定と各種手続き、教会内での
「一食運動」の啓発が主な役割です。委員会は委
員長を含めて５人以上で構成します。委員長は教
会長か教会長から委嘱された人が担います。委員
の任期は１年単位です。

問い合わせ先

立正佼成会青年ネットワークグループ
（一食平和基金事務局）
〒166-8537　東京都杉並区和田2-11-1
Tel．03-5341-1661　Fax．03-5341-1055

プロジェクトに関するご質問、ご相談は、
青年ネットワークまで

お気軽にお問い合わせください。

Q . 支援団体の情報収集や
Q . 選定の方法は？

A . 	委員会として大切にしたい点を検討し、それ
に合う団体を選びます。日ごろのつながりや新聞、
タウン誌などの情報誌、自治体や社会福祉協議会
が提供する情報、各団体のホームページから情報
を収集できます。
①教会の包括地域で活動するか、拠点がある、

②非営利団体である、③「一食運動」の支援対象
となる活動（高齢者・生活困窮者・障がい者自立・
子育て支援のための活動、環境保全、人権擁護な
ど）を行っている団体が支援の対象となります。

表紙イラストにある

「子ども食堂」とは？ 貧困や弧食の子どものために、無償か安価で食事を提供する活動



現
在
、
６
名
か
ら

な
る
金
沢
教
会
の
一

食
地
域
貢
献
Ｐ
Ｊ

の
メ
ン
バ
ー
は
、
支

援
先
団
体
を
選
定

す
る
と
き
の
基
準

と
し
て
、
次
の
６
つ

の
項
目
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、「
命
の
尊
重
」「
笑
顔
と
元
気
」

「
課
題
の
解
決
」「
熱
意
」「
持
続
性
」「
規
模
」

で
す
。

「
ご
浄
財
が
少
し
で
も
き
ち
ん
と
地
域
の
お

役
に
立
っ
て
頂
き
た
い
と
い
う
願
い
が
あ
る

か
ら
で
す
」
と
、
副
Ｐ
Ｊ
リ
ー
ダ
ー
の
八や

島し
ま

和か
ず

人と

さ
ん（
61
）。

最
近
、
印
象
深
い

出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
難

聴
で
生
ま
れ
た

子
ど
も
の
自
立
支

援
に
、
ほ
と
ん
ど

無
償
で
取
り
組
ん
で

い
る
市
民
団
体
に
出
合
っ

た
こ
と
で
し
た
。
団
体
の
人
た
ち
が
、
願

い
を
も
っ
て
地
道
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿

に
、
Ｐ
Ｊ
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が
、「
地
域
に

は
、
困
っ
て
い
る
人
に
、
こ
ん
な
に
も
ひ
た

む
き
に〝
菩
薩
行
〟を
さ
れ
る
方
々
が
い
る
」

と
感
慨
深
げ
に
話
し
た
と
い
い
ま
す
。

そ
の
後
、
Ｐ
Ｊ
メ
ン
バ
ー
で
、
こ
れ
ら

の
学
び
を
会
員
に
お
伝
え

す
る
と
と
も
に
、
も
っ
と

地
域
に
目
を
向
け
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
呼
び
か

け
た
い
と
、
毎
月
の
各
ご

命
日
式
典
で
、
５
分
間
で

の
体
験
発
表
を
行
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。

「
ま
だ
ま
だ
試
行
錯
誤
の
段
階
で
す
が
、

会
員
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
、〝
慈
悲
の
心
〟

を
も
っ
て
地
域
の
困
っ
た
状
況
に
手
を
差

し
伸
べ
ら
れ
る
、
そ
ん
な『
一
食
運
動
』
が

展
開
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
Ｐ

Ｊ
リ
ー
ダ
ー
の
永な

が

原は
ら

伸し
ん

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん（
53
）は

願
い
を
抱
き
ま
す
。

仙
台
教
会
は
、
青

年
を
中
心
に
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
一
食

地
域
貢
献
Ｐ
Ｊ
に
３

年
前
か
ら
参
加
し
て

き
ま
し
た
。
仙
台
市

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
情
報
収
集
し
、
巡
回
し
て

遊
び
場
を
提
供
す
る
団
体
な
ど
を
支
援
し
ま

し
た
。

な
か
で
も
、「
仙
台
に
夜
間
中
学
を
つ
く

り
育
て
る
会
」
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
無
報
酬
で

取
り
組
ん
で
お
り
、
生
徒
が
増
え
て
行
政
も

動
き
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
信
頼
を
築
い
て

き
た
委
員
会
は
、
２
年
前
に
続
い
て
今
年
再

び
支
援
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

支
援
先
と
の
関
係
を
つ
く
る
上
で
見
え
て

き
た
こ
と
は
、
Ｐ
Ｊ
が
青
年
に
と
っ
て
確
実

に
学
び
の
場
、
感
動
の
場
に
な
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。「
一
食
運
動
」責
任
者
の
鹿し
か
内な
い
敬け
い
祐す
け

さ
ん（
41
）は
、「
地
域
に
あ
る
多
く
の
団
体

を
知
る
こ
と
が
で
き
、
委
員
の
み
ん
な
が
、

地
域
の
人
の
抱
え
る
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
考

え
る
機
会
を
得
ら
れ
ま
す
」。
青
年
男
子
部

長
の
阿あ

部べ

光こ
う

一い
ち

朗ろ
う

さ
ん（
42
）も
「
支
援
団
体

の
人
た
ち
は
菩
薩
さ
ま
で
す
か
ら
、
話
を
伺

う
と
刺
激
に
な
り
、
感
動
し
ま
す
」
と
、
人

材
育
成
に
つ
な
が
る
効
果
を
強
調
し
ま
す
。

さ
ら
に
今
年
は
、
委
員
９
人
の
う
ち
の
約

半
数
を
壮
年
が
担
う
こ
と
で
青
年
の
視
野
が

広
が
り
、
団
体
と
自
主
的
に
か
か
わ
る
壮
年

の
姿
は
、
青
年
に
と
っ
て
学
び
の
機
会
に
な

り
ま
し
た
。

委
員
の
一
人
、
渉
外
部
副
部
長
の
土ど

井い

宏ひ
ろ

悦の
ぶ

さ
ん（
67
）は
、「
支
援
先
の
団
体
の
方
々

は
み
ん
な
、
話
を
聞
い
て
く
れ
る
親
し
み
や

す
い
方
ば
か
り
。
恐
れ
ず
支
援
先
と
の
人
間

関
係
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
青
年
の
行

動
力
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
掛
川
教
会

で
は
、
一
食
地
域
貢
献

Ｐ
Ｊ
の
贈
呈
式
は
、
ご

命
日
式
典
の
な
か
で
行

わ
れ
ま
し
た
。「
一
食

の
ご
浄
財
が
こ
ん
な
に

も
身
近
な
地
域
で
、
人

さ
ま
の
お
役
に
立
っ
て
い
る
の
か
と
、
あ
ら

た
め
て
実
感
し
ま
し
た
」
と
、掛
川
南
支
部

長
の
榊

さ
か
き

原ば
ら

位た
か

江え

さ
ん（
70
）。

教
会
で
は
、
Ｐ
Ｊ
メ
ン
バ
ー

と
し
て
支
部
長
が
全
員
参

加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
榊
原
さ
ん
も
そ
の

う
ち
の
一
人
で
す
。

榊
原
さ
ん
は
当
初
、
自
分
の
受
け
持
つ
支

部
の
献
金
額
が
、
ど
の
支
部
よ
り
も
低
い
こ

と
か
ら
、「
一
食
運
動
」の
精
神
が
少
し
忘

れ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
と
懸
念
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
こ
の
Ｐ
Ｊ
を
き
っ
か
け
に
、

支
部
で
そ
の
精
神
〈
同
悲
・
祈
り
・
布
施
〉

を
再
確
認
。
そ
し
て
、
主
任
た
ち
と
手
ど
り

を
通
し
て
、「
一
食
運
動
」を
推
進
し
よ
う

と
話
し
合
い
ま
し
た
。

毎
月
一
日
と
十
五
日
の
布
教
日
に
は
、
自

ら
一
食
を
抜
い
て
手
ど
り
に

歩
き
、
家
々
に
献
金
箱
と
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
置
か
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
主
任
の
村む
ら

上か
み

か
よ
さ

ん（
74
）は
、
未
会
員
の
方
に
は
、

　 プロジェクトが促す人材育成

学びと感動の場に
なっている

一食地域貢献PJリーダーの永原さん（左）と、
副リーダーの八島さん（右）

贈呈式で、「仙台に夜間中学をつくり育
てる会」の代表・中澤八榮氏に目録が
手渡されました
� （写真：2016年12月／仙台教会提供）

異なる世代が集まると違う視点で意見交換できます
（左から鹿内さん、阿部さん、土井さん）

「
数
か
月
間
だ
け
で
も
献
金
箱
を
置
か
せ
て

く
だ
さ
い
」
と
お
願
い
し
た
と
い
い
ま
す
。

す
る
と
、
思
い
の
ほ
か
た
く
さ
ん
の
人
が

実
践
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
今
年
は
災
害
が

多
か
っ
た
の
で
、
被
災
者
の
方
々
の
こ
と
を

思
い
、
胸
を
痛
め
て
、
自
宅
の
献
金
箱
に
献

金
さ
れ
る
人
た
ち
が
多
か
っ
た
で
す
」
と
、

主
任
の
出で

野の

恭や
す
代よ

さ
ん（
74
）。

な
か
に
は
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
読
ん
で

「
一
食
運
動
」
の
精
神
に
深
く
賛
同
し
、
佼

成
会
に
入
会
す
る
人
も
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。

「
困
っ
て
い
る
人
の
お
役
に
立
ち
た
い
心

が
、
誰
に
で
も
あ
り
、
一
食
が
そ
の
心
を
行

動
に
移
す
〝
機
縁
〟
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
、

榊
原
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

　　地域への貢献

困った状況に、手を
差し伸べたい

石川県羽咋（はくい）市のパン屋
にも献金箱が置かれています
（写真：2017年5月／金沢教会提供）

手
ど
り
先
で
（
右
か
ら
支
部
長
の
榊
原
さ
ん
、
主
任

の
出
野
さ
ん
、
主
任
の
村
上
さ
ん
）

　　「一食運動」のさらなる推
進

誰もがお役に立ちたい

一食
地域貢献
プロジェクト
活動紹介

一食地域貢献プロジェクト
（以下：一食地域貢献 PJ）には、
三つの願いが込められてい
ます。一つは地域への貢献。
二つは「一食運動」のさら
なる推進。三つは人材の育
成。これらの願いをもとに、
どんな活動が展開されてい
るのかを伺いました。

仙台
教会

掛川
教会

金沢
教会

金沢教会の一食地域貢献
PJで支援している団体の

フリースクール（NPO法人

ワンネススクール）が開催
した、田植え体験に参加

（写真：2018年5月／金
沢教会提供）

３教会の取り組みを
取材！


